
令和7年度　高校生の課題研究を評価するためのルーブリック

問い
（製作型の探究では「問いや仮説」
を「作りたいもの」と置き換える）

方法 結果 考察 表現

問いと仮説の設定 調査計画の立案 データの処理や解釈 説明の構成 研究内容の発表や交流

基準

深めてきた問いや仮説について、
その学問的・社会的価値を調べた
上でその意義を説明している

調査計画が研究を深めるものであ
り、かつデータの信頼性を考慮して
いる

調査結果を合理的にまとめ、解釈
した上で緻密に分析できる

考察が論理的で問いや仮説が適
切に検証されており、より広い分野
の研究と比較した上で、新たな問
いを生み出す内容である

論理的に、発表し、かつ議論をする
ことで研究をさらに深めようとする

徴候

・深めてきた問いや仮説について、
社会や学問においてどのような位
置づけにあるか、参考文献等を調
べた上で当該分野の話題を取り上
げている。
・数多くの実験をした上で、それを
踏まえた仮説を立てている。

・実験の信頼性や精度、誤差の評
価を考慮して複数試行することやよ
り精度の高い検証の方法などを考
えている。
・実施の都度、自分で振り返りをし、
目的に応じて、計画を修正する。
・先行研究、先行事例や既存の理
論を参考にしつつ、調査方法の妥
当性を評価しつつ、選択できる。

・統計処理や数学的な思考をする
ことで証拠として使える形へ変換す
る。
・実験と理論式を結びつけている。
・実験の可否や可能性を探るなか
で、データの検証や有効性の確認
ができる。
・必要に応じて、考察に必要な実験
条件を提示している。

・得られたデータと先行研究や先行
事例とを比較・関連づけて、考察で
不十分な点や今後研究が必要な
点を明らかにしている。
・進めてきた研究が、先行研究、先
行事例や既存の理論の中でどう位
置づけられるか、述べている。
・事象のモデル化を意識することが
できている。

・他者の意見や見解から学び、自
分の意見を修正したり、論拠をもと
に反論する。
・議論を通して、新たな問いを生み
出そうとしている。

・幅広い範囲の先行研究や先行
事例を調べ、理解して、自分た
ちの研究の意義を説明する。
・オリジナルな研究を行うため
の要件を考える。

・データの信頼性を検討する。
・全体の論旨の流れに無理がな
いか考え、必要な実験内容を
ディスカッションする。

・統計処理を行い、信頼性を確
かめる。
・理論式などの科学的モデルと
結びつける。

・今回の研究を先行研究、先行
事例や既存の理論と比較する。

・議論を通して、知りたいこと
を考える。
・調査を通して分からない点を
まとめておく。

基準

調べたものを吟味して、問いや仮
説を設定し、深められる

研究を深める調査計画を立てられ
る

調査結果を合理的にまとめ、解釈
できる

考察が論理的で、問いや仮説が適
切に検証されており、今後の課題
と結びついている

論理的に発表し、かつ議論ができ
る

徴候

・問いをかみ砕き、先行研究や先
行事例と照らし合わせて、研究で
明らかにする範囲を明確化してい
る。
・複数の実験をした上で、それを踏
まえた仮説を立てている。
・明らかにしたい事象や目的を持っ
た上で、問いや仮説を立てている。

・問いの段階で設定した仮説につ
いて、その成否を検証する上で必
要な調査の方法を考えている。
・調査全体の枠組みと個々の実験
と連関を考えて計画している。
・より適切な形へと、思考実験や
個々の実験の後に修正する。
・より適切な実験条件の下で、実験
を行っている。
・実験の再現性を考慮できている。

・データの提示と解釈が正確に行
われている。
・状況に応じて定量的な解釈と定
性的な解釈を結びつけて検証して
いる。
・既に得られている各種データと、
自らの予想に整合性があることを確
認している。

・考察で不十分な点や今後研究が
必要な点を明らかにしている。
・得られたデータと先行研究や先行
事例とを比較・関連づけている。
・適切な主張・証拠が含まれ、それ
らが筋の通った(一貫した)論理で構
成されている。
・考察から新たな問題を解決するた
めの気づきがなされている。

・調査全体を通して明らかにしたこ
とを、相手に伝わるように説明して
いる。
・自分の発表を客観的に見直し、
不足している点や想定される批判
を考えている。
・行った調査の中から発表に必要
な要素を取捨選択している。

・次に出てくる問いを考える。
・先輩の研究だけでなく、自分
の興味のある文献や論文を調
べ、同じグループ内で発表す
る。

・新たに出てきた問いを調査す
る方法を考える。

・さらにデータをまとめられな
いか考える。
・複数のグラフを結びつける。
・先行研究や先行事例における
データ処理などを理解する。

・今後の課題を考える。
・データの扱い、導かれる結論
について、グループ内でディス
カッションを行う。

・どのような批判が予想される
かを考える。
・自分たちの発表をビデオ撮影
し、繰り返し見て、改善点、良
くなった点を話し合う。
・論旨をまとめ、なるべく短く
発表してみる。

基準
調査を進められるような問いや仮
説を設定している

問いや仮説に合った、実行可能な
調査計画を立てられる

調査結果をまとめ、一定の解釈を
している

論理的な考察がされている 論理的に発表できている

徴候

・検証可能な問いや仮説を立てて
いる。
・仮説が明瞭で分かりやすい。
・研究の動機が明白である。

・問いの段階で設定した仮説と一
致する調査の方法を自分で考え、
計画、実施をする。
・実行可能な計画である。

・得られたデータの種類や調査目
的に応じて、データを適切なグラフ
や表などの形で自らで考え表す。
・データから、一定の合理的考察に
結びつけている。
・データの種類や調査の目的に応
じて、グラフや表で表現する。
・調査結果を整理し、必要な情報を
抽出している。
・データの傾向がつかめている。

・結果と考察を区別し、考察では自
分の主張とそれを支援する証拠を
おおまか含み、論理を用いて客観
的に考察を構成している。
・結果として出てきた数値につい
て、過不足なく考察している。

・調査全体を通して明らかになった
ことを発表する。発表においては聞
き手を意識し、手順を丁寧に説明し
たり、実験装置の実物や動画を用
いるなどして伝え、質問の応答など
双方向のコミュニケーションが成立
している。

・先輩の研究を調べ、人のやっ
ていない事をさがす。また、そ
の研究を理解するためのまとめ
学習やレポートをする。

・実際に行うことを想定して実
験計画を考える。

・グラフの種類を調べる。
・データの解釈をする。

・データの解釈について討論す
る。
・先行研究や先行事例における
結果の扱いを学ぶ。

・聞き手の立場を意識する。
・今回の研究の意義が聞いてい
る人に伝わっているか考える。

基準
漠然とした問いや仮説がある 問いや仮説に合った調査計画を立

てているが、内容が漠然としている
調査結果をまとめているが、解釈さ
れていない、または不十分である

論理的な考察が不十分である 発表はしているが論理的でない

徴候

・問いや仮説を立てているが、検証
可能性を考慮できていない。
・研究の動機が分かりにくい。
・検証する対象の妥当性が考慮さ
れておらず、仮説が不適切である。

・研究手法と手続きを示している。
・やりたいことはあるが、先行き不透
明な計画、実施の状況である。
・実験等が目的に合っておらず、検
証方法が不適切である。

・記録にとどまり、合理的な解釈や
まとめをできていない。
・適切なグラフや表を選択できてい
ない。
・データの提示をしているが、その
傾向をつかめていない。

・おおまか正しい主張や証拠を含
んでいるが、それらを論理的に結
びつけられていない。教師の支援
のもと、適切な証拠にもとづいた主
張を形成する。
・考察が研究目的と一致していな
い。

・発表では、調査の概要を羅列的
に説明し、客観的に自分の発表を
捉えたりできず、情報を提示するの
みになっている。質問に適切に応
答することにも困難が見られる。

・生徒同士で話し合い、共通の
興味を引き出す。

・まずはやってみる。 ・グラフや表にまとめる。 ・結果から言えることは何かを
考える。

・何を伝えたいのか明確にす
る。

基準
問いを出せない 問いや仮説に合った調査計画を立

てられない
結果をまとめられない 論理的な考察がされていない 発表をまとめられない

徴候

・教師に与えられた問いを意識する
ことができず、仮説を立てられな
い。

・調査計画を立てられない。
・調査を実行することにおいて不備
がある。

・得られたデータをどのように処理
したら良いのかわからない。

・主張や証拠の結びつきに誤りを含
んでたり、構成した主張や証拠に
誤りがある。その結果、主張が恣意
的なものになり、説得したり、信頼を
得る主張でなくなる。

・発表を行う際に、必要な要素を抽
出することができない。聞き手を想
定することができず、聞き手の質問
の意図を掴んだり、適切な答えを返
すことに困難が見られる。
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